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『働き方の未来と人を活かす健康施策』『働き方の未来と人を活かす健康施策』

超少子高齢化社会の中で「生産年齢人口の減少」「育児や介護との両立、女性の社会進出、高齢者労働
などの働く人のニーズの多様化」などの状況に直面し、政府は働き方改革を推進しています。こうした
中、生産性向上とともに就業機会の拡大や意欲・能力を存分に発揮できる環境を作ることが重要な課題
になっています。
企業には「健康経営」、健保には「データヘルス」の取組が求められ、コラボヘルスが推進されていま
す。働き方の変化により生じる健康問題を予測し、組織作りの中で予防することは、産業保健、人事労
務などに関わる者の共通の課題となっています。
今後、組織が継続して発展していくために必要なことは何なのか。真に必要な健康管理や保健事業とは
何なのか。株式会社健康企業代表の亀田高志先生をお招きし「健康診断の活かし方」「有用な保健事業
」「現状の健康管理体制の問題点」「ストレスチェックとメンタルヘルス対策」などについてお話いた
だきます。
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日本内科学会認定内科医、日本産業衛生学会指導医、労働衛生コンサルタント、日本医師会認定産業医、
1991年産業医科大学卒業後、NKK（現JFEスチール）や日本アイ・ビー・エム(株)の産業医、産業医科
大学講師を経て、2006年10月に産業医科大学による(株)産業医大ソリューションズ設立に伴い代表取締
役に就任。9期連続黒字を達成し、2016年5月に任期満了退任し、現職専従となる。メンタルヘルス対策
の事業化やコンサルティング活動で培った知見を企業や公共団体、関連する専門家に対して、講演や研
修、書籍出版や執筆を通じて提供することに注力している。近著に、働く人への警鐘を鳴らす『健康診
断という「病」』がある。
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